
 
 
 

オイル用ハンディプロポン 
HP-901（標準サイズ） 

HP-902（ショートサイズ） 取扱説明書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このたびはハンディプロポンをお買い上げいただきまして誠にありがとうございました。 

この取扱説明書にはポンプを運転するまでの手順、上手な取扱方法、故障の際の処理の仕方

等について説明してありますので、 後までお読み下さり、正しい使用方法でポンプを取り

扱っていただけるようお願いいたします。 

 

 

 

 



 

 

 

□1  安全上の注意 

△! 危険 

・本ポンプはオイル専用です。また、爆発性のある雰囲気では使用できません。 

  ・雨水のかかるような場所では感電等の恐れがありますので使用できません。 

  ・電動モーターのファンカバーは、しっかりと固定されていることを確認してからご使用下さい。ファ

ンカバーが破損していたり、止めネジが緩んでいる状態で運転されますと大変危険です。 

  ・アースは必ず取って下さい。 

△! 警告 

  ・スイッチ ON 時、勢いよく液が飛び出します。ホース先端をしっかり持ち、ホースが飛び跳ねないよ

うに注意して下さい。 

△! 注意 

  ・銘板、警告ラベルが見えにくくなったり、はがれたりした場合は貼り替えて下さい。 

 

 

 

 

□2  仕様 

型  式 HP-901（標準サイズ） HP-902（ショートサイズ） 

吐  出  量  
揚程０ｍ時 １１ L／min 

（但し、オイル粘度 １０００cＰの場合） 

大 揚 程  １ｍ 

使用限界温度 ６０℃ 

流 量 調 節  バルブ方式 

許容オイル粘度 1500cＰ（但し、揚程 0ｍ時） 

概 算 重 量  5.0ｋｇ 

電  源  AC100V 単相５.５A 

周 波 数  50／60 Hｚ 

出  力  300W ２０分定格 

モ
ー
タ
ー コ ー ド  PVC 線 ５ｍ 

パイプ部 ポリプロピレン 

プロペラ PTFE 

シャフト SUS３０４ 

シ ー ル  NBR 

バ ル ブ  PVC EPDM 

ホ ー ス  軟質塩化ビニール 

接
液
部
材
質 

ノ ズ ル  PVC 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

□3  使用上の注意 

〔１〕一般取扱注意事項 
①モーター仕様の電源電圧であるか確認して下さい。 
②オイル中にポンプを挿入していない状態では絶対に運転させないで下さい。（空運転禁止） 

空運転されますと数秒で使用不能になることがあります。（クレーム対象外） 
③オイルの温度 60℃以上での使用はお避け下さい。 
④ポンプを落としたり、衝撃を与えたりしないようにして下さい。 
⑤ポンプは直射日光及び高温の場所に長く置きますと、プラスチックに歪みを生ずることがありますので、

十分注意して下さい。 
⑥ポンプ稼働中は、ポンプから離れないようにして下さい。 
⑦コンセントに差し込む前に、アースが正しくとれているか、また、スイッチレバーが“OFF”（切）の位

置にあるか、確認して下さい。 
 

〔２〕モーター部取扱注意事項 
①モーター部へオイル、水、雨水等がかからないようにして下さい。（水没した場合は使用不能となりま

す。） 
②モーターは、２０分定格です。それ以上運転されますと、モーターが焼きつく場合がありますので、 

２０分程度を目安に運転して下さい。 
③ファンカバーがしっかりと固定されていることを確認してからご使用下さい。ファンカバーが破損して

いたり、止めネジが緩んでいる状態で運転されますと大変危険です。 

④運転中、運転後しばらくは、モーターが熱くなっていますので注意して下さい。必ず取手を持つように

して下さい。 

 

 

 

 

□4  使用方法 

①ポンプ吸込パイプをオイル中に挿入してから、バルブを開いて下さい。 

②電源プラグを電源に差し込んで下さい。（スイッチレバーが“OFF”の位置にあることを確かめてから） 

③バルブを閉じて、スイッチを“ON”の状態にして下さい。運転を開始してか徐々にバルブを開き、必

要な吐出量までバルブを開いて下さい。 

 

 

 
④以上の操作で使用が可能となります。 
⑤ご使用後、ポンプを容器から抜く時は、スイッチを“OFF”にし、電源コードもコンセントから抜いて

下さい。次にバルブも全開にして下さい。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

△! 警告 バルブを開いた状態でスイッチを“ON”にすると、ホースが飛び跳ね、オイルが飛び

散ることがあります。 

△! 注意 ホースおよびポンプからのオイルもどりやオイルだれがあります。十分にオイルを切っ

てから抜いて下さい。 



 

 

 

□5  分解図・部品名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 部品名称 

① ファンカバー 

② モーター 

③ 丸小ネジ（３ヶ） 

④  

⑤ 取手 

⑥  

⑦ 電源コード 

⑧ バルブ 

⑨ ホース口 

⑩ ホースユニオンナット 

⑪ ユニオンナット 

⑫ パイプホルダー 

⑬ 主軸 

⑭ インナーパイプ 

⑮ インナーパイプサポート 

⑯  

⑰  

⑱  

⑲  

⑳ プロペラ 

○21  アウターパイプ 

○22  プロペラケーシング 

○23  カップリングＡ 

○24  カップリングＢ 

○25  ボールベアリング 

○26  オイルシール 

○27  ユニオンソケット 

○28  自動シール 

○29  ＰＴＦＥシート 

○30   

○31  スナップリング 

○32  スリーブ 

○33  カーボンブラシ 

○34  ブラシキャップ 
 



 

 

 

□6  分解・点検方法 

 

 

 

 

〔１〕ポンプ部の分解・点検 
１）ホースユニオンナット⑩を左に回し、バルブ、ホース等を外します。 

 

２）ユニオンナット⑪を左に回し、モーター部とポンプ部を外します。 

 

３）プロペラケーシング○22 を右に回し、アウターパイプ○21 から外します。（左ネジ） 

 

４）パイプホルダー⑫とアウターパイプ○21 は左ネジでねじ込んでありますので、右へ回せばアウターパイ

プは外れます。 

 

５）カップリング A○23 をカップリング B○24 にはめ込み、カップリング A をラジオペンチ等の工具で固定

して、プロペラ⑳を左に回すと、プロペラが外れます。この時、主軸⑬とカップリング B、主軸とプ

ロペラの接合がネジになっていますので、プロペラだけ外れる場合もあれば、プロペラと主軸が付い

て外れる場合もあります。 

※再組付け時には主軸とプロペラを先にねじ込んで一体にしておいて組付けします。 

 

６）インナーパイプ⑭を固定してインナーパイプサポート⑮を右に回して外します。（左ネジ）インナー

パイプサポートにはオイルシール○26 が圧入してありますので、交換が必要な場合は、ドライバー等の

工具で引っかけて抜いて下さい。 

新品を入れ直す時は、しっかりとはめ込んで下さい。特に、オイルシールは穴の奥に入れますので、

丸棒等を当て、軽く叩いて挿入して下さい。 

  ※再組付け時には、オイルシールの向きは入っていた向きと同じように入れて下さい。 

 

７）パイプホルダー⑫とインナーパイプ⑭も左ネジでねじ込んでありますので、右へ回して外します。 

 

８）スナップリング○31 は、ストップリングプライヤーを使って外せば、スリーブ○32 、ユニオンナット⑪が

パイプホルダー⑫から外れます。 

 

９）カップリング B○24 、ボールベアリング○25 、自動シール○28 、PTFE シート○29がパイプホルダーからモー

ター側へ順に外せます。 

※再組付け時には PTFE シート、自動シールを入れ忘れないようにご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△! 警告 点検・部品交換の為、ポンプを分解する時は、必ずポンプスイッチレバー“OFF”にし、

電源コードを抜いて下さい。電源コードを入れたまま作業すると感電する恐れがあります。 



 

 

 

〔２〕モーター部の分解・点検 

 ■カーボンブラシ交換方法 
 
 
 
 
 
 
 

①モーターのファンカバーの丸小ネジ（３ヶ）を外し、 
 ファンカバーを外します。 
②ブラシキャップが左右に１個ずつありますので、キャッ 

プをドライバー等で外します。（この時、中にセットされ 
ているブラシが、スプリングの力で飛び出すことがある 
のでご注意下さい。） 

③ブラシを新しくセットする時は、カーボンの断面と入口 
 の形状を合わせてはめ込みます。 
④ブラシキャップをはめ、ファンカバーを元通りはめます。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■ヒューズ交換方法 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ヒューズが切れた場合は、右図のように取手上部のヒューズ 

キャップを外して、新しいヒューズと交換して下さい。 
ヒューズは１０A をお使い下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラシキャップ 

カーボンブラシ 

スプリング 

丸小ネジ

ファンカバー 

ヒューズキャップ

ヒューズ

△! 危険 ・ファンカバーを取り付けずに運転すると大

変危険です。必ずファンカバーを固定してか

ら運転するようにして下さい。 
・ブラシ交換しても、モーターが回らない場

合は、絶対にそれ以上分解せず、指定サービ

ス工場へ点検に出すようにして下さい 

ファンカバーを外す前に、必ずスイッチが

“OFF”である事を確認して下さい。また、

電源コードもコンセントから抜いて下さい。

電源が入ったままですと、ブラシ交換と同時

にポンプが回り大変危険です。 

△! 危険 

ヒューズを交換する前に、必ずスイッチが

“OFF”である事を確認して下さい。また、

電源コードもコンセントから抜いて下さい。

電源が入ったままですと、ヒューズ交換と同

時にポンプが回り大変危険です。 

△! 危険 



 

 

 

□7  保守点検 

・ポンプの運転状態（異音・異常振動等はないか）を確認して下さい。また、吐出量や電流値等も、確認

して下さい。 

・パイプホルダー、ホース継手部等から液漏れがないか確認して下さい。液漏れがある場合は、増し締め

や部品交換をして下さい。 

・ポンプはモーターの取手部を利用して、できるだけ吊り下げるようにして下さい。（たておき、横置き

は避けるようにして下さい。） 

・モーターは、整流子モーターを使用していますので、モーター 
 のカーボンブラシは３００時間程度を目安に交換して下さい。 

（停止するまで使用しますと、整流子面を傷つける場合があり 
ますので、早目の交換をお勧めします）カーボンブラシの磨耗 
状態には常に注意し、右図の寸法くらいになった時は交換して 
下さい。[前項のカーボンブラシ交換方法を参照] 

・ヒューズは短絡等からモーターを保護する役目になっています。 
ヒューズが切れた場合は、新しいヒューズ（１０A）に交換して 
下さい。[前項のヒューズ交換方法を参照] 

 

 

 

 

□8  故障とその対策 

故障や異常発生の際は、まず電源を切ってから、次の表より原因を確かめ、処理対策を行って下さい。 
欄 状 態 確認項目・操作 原 因 対 策 

正常に回転する B 欄参照 B 欄参照 ユニオンナット

を緩め、ポンプ部

からモーターを

外し、無負荷でモ

ーターを回転さ

せてみる 

回転しない 

異常音がする 

電源コード、スイッ

チ、モーター配線、

ヒューズ、カーボン

ブラシ等の不良。 

点検、修理または交換 

カーボンブラシの点検 ブラシの寿命 交換 

A モーターが動かない

ヒューズの点検 ※１ 配線のショート 交換、修理 

カ ッ プ リ ン グ

A・B に異常はな

いか 

磨耗等の異常あ

り 
カップリング不良 交換 

手で回る 
プロペラ部の異常 

（変形・破損・磨耗）
交換 B 

モーターは動くが液

を汲まない 

（揚水量が少ない）

カップリングに

異常がなければ、

カップリング B

を時計方向に手

で回してみる 

手で回らない 
軸受、オイルシール

部の異常 
点検・交換 

軸受部の磨耗、ガタ、プロペラ部の変形 交換 
C 

液は汲むが異常な音

をたてる 異物のかみこみ 掃除 

D 
パイプホルダーから

液が漏れる ※２ 
オイルシール部の不良 

分解・掃除 

（破損のときは交換） 

  

※１ ヒューズを交換してもすぐに切れる場合は、メーカーに修理に出して下さい。 

 ※２ オイルが多少にじみ出る程度では、ポンプの性能等には問題ありません。 

 

 

 

 

 

 

12ｍｍ 6mm 



 

 

 

□9  吐出量予想性能曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□10  外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吐 
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（L／min） 

粘度（cＰ） 

揚程０ｍ時 

揚程１ｍ時 

●サービスの連絡先 

130 215
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φ42 

φ48 

ON,OFF スイッチ 

20A 

バルブ 

1.5m 

ホース 

ノズル 

ホースバンド 

プロペラ 

プロペラケーシング 

ファンカバー 

モーター 

取手 

※ ホース径：φ25×φ33


